平成11年工業統計調査結果確報・調査結果の概要
概況
平成11年工業統計調査における本県の工業は、事業所数、従業者数、出荷額、実質出荷額、付加価値額、投資額のすべてにおいて前年を下回る結果となりました。
従業者4人以上の事業所数は8,379事業所で、前年に比べ7.7%減少し、従業者数は262,126人で、同4.2%減少しました。
出荷額は、11兆1,173億円で、前年に比べ5.5%減少しました。
業種別にみると、家具・装備品、電気機械、木材・木製品の3業種で増加し、なめし革、精密機械、一般機械等19業種で減少しました。
付加価値額は4兆432億円で、前年に比べ3.9%減少しました。
業種別にみると、家具・装備品、石油・石炭、電気機械等8業種で増加し、輸送用機械、なめし革、精密機械等14業種で減少しました。
投資額は4,404億円で、前年に比べ14.5%減少しました。
	主要項目結果表（金額単位：億円）

	区分
	11年
	10年
	比較増減
	増減率(%)

	事業所数
	8,379
	9,074
	-695
	-7.7

	従業者数(人)
	262,126
	273,702
	-11,576
	-4.2

	出荷額
	111,173
	117,622
	-6,449
	-5.5

	実質出荷額
	111,538
	120,075
	-4,537
	-3.8

	付加価値額
	40,432
	42,083
	-1,652
	-3.9

	投資額
	4,404
	5,151
	-747
	-14.5


（注）
1. 実質出荷額は、出荷額÷卸売物価指数×100で業種分類毎に算出した計。
2. 投資額は、従業者10人以上の事業所。
3. 比較増減の数値は、億円未満を四捨五入しているため、一致しない場合がある。
